
   

 

2022 年 12 月 くまもとのタネと食を守る会 発行 

この活動は、一般社団法人アクト・ビヨンド・トラストの「2022 年度ネオニコチノイド系農薬に関する企画」助成を受けています。 

デトックスプロジェクトって、何？ 

星先生のネオニコ最新結果 

オーガニックで体内の農薬減らせるの？ 

どうやったら体内農薬調べれるの～？ 

も載ってるケロ～♪ 
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くまたね版デトックスプロジェクト「⾝体にきゅん♡デトックスウィーク︕」のはじまり 

昨今の⾷を取り巻く社会の変化を受け、⾷に対する意識は⽇に⽇に⾼まっていると⾔えますが、し
かし⼀⽅で、「関⼼はあるけれど実際に⾏動に移すまでには⾄っていない」という層が⾮常に多い
のではないかという実感があります。そこで、有機⾷材を摂取し、体に取り込む農薬を減らすこと
で、体内の残留農薬値の変化という実体験をもとに、⾷に関する⾏動をあと⼀歩すすめていただき
たいという思いで、くまたね版デトックスプロジェクト（※）はスタートしました。 
また、これまで当会の催し等にはまだご参加いただけていない層に対しても⾷を取り巻く現状を知
っていただくきっかけとなれるような Youtube動画「＃カエルでもわかる農薬の話」という企画
も併せて実施しています。カエルのパペット（⼿にはめて動かせるぬいぐるみ）からの質問にゲス
トが答えるスタイルにしたところ、ゲストは農薬という普通の⼈には取りつきにくい話を、まるで
⼦ども（カエル）に語りかけるように、わかりやすく、でも正確に話してくれました。カエルの可
愛さのマジックです。 
裏表紙の QRコードから動画のページにアクセスできます。ぜひご覧ください︕ 
 
 

※くまたね版デトックスプロジェクトとは︖ 
⽇本では、世界の流れに逆⾏して農薬の規制を緩める動きが⽌まらず、農地⾯積あたりの農
薬使⽤量は世界の中でも⼤量使⽤が続いています。農薬の残留量が⾼いせいで、⽇本産の農
産物が外国へ輸出できなくなる事態まで起きています。そんな⽇本でポピュラーに使われて
いるのが、「ネオニコチノイド系農薬」という殺⾍剤。以前までは⼈への安全性は⾼いと⾔
われてきましたが、最新の研究によって⼈にも影響する可能性が指摘されています。 
このネオニコチノイド系農薬が私たちの⾝体にどのくらい残留しているかを尿で検査する
と、ほとんどの⼈の尿から農薬が検出されたのです。こうした状況を踏まえ、“有機⾷材を⾷
べることにより体内濃度の低減ができるのか“を調査する研究が、2018 年に福島県有機農業
ネットワーク主催で初めて実施されました。 
熊本でも 2022 年１⽉に有機農産物直売店「畑まるごとマーケット『有機⽣活』」により、
有機⾷材を摂取することで尿中のネオニコチノイドが減少する結果が報告されています。 
そこで、同様の取り組みをくまたねでも実施してみようと、くまたね版デトックスプロジェ
クトを⽴ち上げることとしました。 
 

この活動は助成⾦と市⺠のみなさまからの寄付によって⽀えられて実施することができました。 
ご⽀援いただいたみなさま、本当にありがとうございました。  

※（）は、2022 年 12 ⽉ 10 ⽇の報告会時点でのページ番号 
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「⾝体にきゅん♡デトックスウィーク︕」実施概要 

¶ 実施時期…………2022 年 9⽉。１週間と 1 ヶ⽉間の２コースを設定。 
¶ モニター⼈数……１０名（１週間コース︓８名／1ヶ⽉コース︓２名） 
¶ モニターの⽅には、有機または農薬不使⽤の野菜・⽶・調味料・⽔を無料提供。有機⾷材を

⾷べることで、尿から検出されるネオニコチノイド系農薬がどれだけ減るかを検証する。 
¶ モニターの⽅にしていただいたこと 

・モニター期間開始直前、朝の尿を採取してもらい、検査に出す。 
・期間中はできる限り提供⾷材を使った⾷事をとっていただく。外⾷など、提供⾷材以外の

⾷事については記録をとっていただく。 
・期間終了直後、朝の尿を採取してもらい、検査に出す。 

¶ 尿中のネオニコチノイド系農薬の検査機関︓⼀般社団法⼈ 農⺠連⾷品分析センター 
¶ 専⾨家として、環境脳神経科学情報センターの⽊村-⿊⽥純⼦⽒に意⾒をいただく。 

 
 
 
 

実録ドキュメント‼ プロジェクト実施までの道のりは、予想を超える困難の連続…︕ 

でも広まってほしいので全部⼤公開しちゃいます︕︕ 

何度も重ねた会議の内容や、LINE グループでのやりとりなどを振り返り、準備から実施、報告会
までの道のりを振り返ります。 

時期 やったこと 

１⽉４⽇ 
昨年度の反省会と今年度の計画を話し合う会 
デトックスプロジェクトと Youtube 動画の計画始動 

1 ⽉中旬 助成⾦申請のための企画書・予算書の作成開始 

1 ⽉下旬 
⽉末締め切りの助成⾦申請に向けて、企画・予算を練る⽇々。
Youtube 動画はパペットを使う案を採⽤することに。 

3 ⽉ 14 ⽇ 助成⾦⼆次選考のためのプレゼン実施 
3 ⽉ 18 ⽇ 助成⾦採択のお知らせが届く 
3 ⽉下旬 提供⾷材に⽔を含めることについて検討開始 
3 ⽉末 有機⽣活版デトックスプロジェクト報告会に出席 

4 ⽉ 18 ⽇ 

スタッフ会議第１回 
チラシ作成に向けて企画内容を詰める。事務局担当を決定。企
画タイトル「⾝体にきゅん♡デトックスウィーク︕」を決定。
提供⾷材に⽔も含める⽅向で進める。 

4 ⽉ 20 ⽇ 農⺠連⾷品分析センターに分析について打診 

あけまして 
おめでとうございます☀ 

ボクの出番だケロ︕ 

やったー‼ケロ︕ 

きゅんきゅん💓 

こ、困ったケロ… 
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4 ⽉下旬 
⽔について情報収集。農薬に関するデータがほとんどない︕ 
チラシについて検討 

5 ⽉上旬 

予算書再検討 
チラシを印刷 
引き続き⽔について情報収集 
⾷材提供について有機⽣活（有機⾷材店）に打診 

5 ⽉中旬 
モニター募集開始 
条件に合う⽔を探す。なかなか良いものがない・・・ 

6 ⽉ 18 ⽇ 
福島版デトックスプロジェクト報告書、有機⽣活版デトックス
プロジェクト報告書等の読み合わせ 

6 ⽉下旬 

提供⾷材について検討。農薬登録情報提供システムを活⽤する
などして情報収集。⼩⻨粉は今回は外すことに。 
今回のプロジェクトの分析に向けて仮説を⽴ててみる 
モニター希望者の名簿作り 
意⾒をいただく専⾨家を探すも、なかなか⾒つからず・・・ 
引き続き⽔について情報収集。⾏政や⽔メーカー、オーガニッ
ク専⾨家などに問い合わせ。ドイツの⽔の認証についても情報
収集。 
インスタアカウントを今年度版に変更して再始動 

6 ⽉ 24 ⽇ 
Zoom会議 
カエルの動画第１回⽬についてなど 

6 ⽉末 

説明会の内容について検討開始 
パペット届いたけど、カエルくん（1号）かわいくない😂 
カエルくん（2 号）を⼿配 
説明会の録画配信について検討 
提供⾷材の送付料⾦について検討 

7 ⽉上旬 パペット揃う。ウシくんに眉⽑をつけてみる。 

7 ⽉中旬 
専⾨家として⽊村-⿊⽥純⼦⽒に打診 
⽔の容器（ペットボトルのプラ問題）などの課題検討 

7 ⽉ 17 ⽇ 
スタッフ会議第２回 
詳細スケジュール検討 
説明会会場⼿配 

7 ⽉ 18 ⽇ 
趣意書作成 
LINE 通話で会議 

7 ⽉下旬 

専⾨家、助成団体とのやりとり 
候補の⽔「エビアン」について農⺠連⾷品分析センターに検査
依頼 
専⾨家とのやりとり。⽊村-⿊⽥純⼦⽒に引き受けていただけ
ることに︕ 

7 ⽉末 説明会ご案内送付 
8 ⽉上旬 提供⾷材の内容、量、送付料⾦等について検討 

実はボクは 
2 号なんだケロ︕ 

キリッ(｀･ω･´) 

安⼼なお⽔って 
難しいケロな〜 

ありがとうモ〜︕ 

みんな何をどれだけ 
⾷べるケロ︖ボクは 
全然わからんケロ︕ 

かなりリサーチ 
したモ〜💦 

またまた 
困ったケロ… 
4r５５５５５５５５５５５
５５５５５５５５５５５l、
k7y68 ｳｩｯううう 
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夏野菜だと厳しいかも・・・ 
提供⾷材の⼀覧表作成 

8 ⽉ 10 ⽇ 助成団体からのヒアリング（オンライン） 

8 ⽉ 14 ⽇ 
Zoom会議 
説明会の資料、内容、役割分担など検討 

8 ⽉中旬 
説明会⽤資料作成 
⽔についてさらに情報収集 
尿検査の詳細スケジュール確定 

8 ⽉下旬 
スタッフ２名が病に倒れる💥 
説明会の段取りを急きょ変更 

8 ⽉ 25 ⽇ 説明会開催 スタッフ３名のみで対応。バタバタだった… 

8 ⽉末 

説明会録画配信 
モニター希望者から、普段の⾷⽣活や⾃分で調理しているかな
どについてのアンケートを回収 
モニター選定 

9 ⽉初め 
モニターさんへの送付物準備 
⽔の送付⼿配 
提供⾷材の送付⼿配 

9 ⽉４⽇ モニターさん、デトックス⽣活スタート︕ 
9 ⽉上旬 モニターさんからの⾷材に関する質問について検討 
9 ⽉ 10 ⽇ １ヶ⽉コースのモニターさんへの提供⾷材発送２週⽬ 

9 ⽉ 11 ⽇ 
１週間コースのモニターさん、デトックス⽣活終了︕ 
採尿についてリマインダー連絡 

9 ⽉中旬 １週間コースのモニターさんの⾷事記録を回収 
9 ⽉ 17 ⽇ １ヶ⽉コースのモニターさんへの提供⾷材発送３週⽬ 
9 ⽉ 24 ⽇ １ヶ⽉コースのモニターさんへの提供⾷材発送４週⽬ 

10 ⽉初め 
1 ヶ⽉コースのモニターさん、デトックス⽣活終了︕ 
採尿についてリマインダー連絡 

10 ⽉中旬 
中間決算・精算 
1 ヶ⽉コースのモニターさんの⾷事記録を回収 
助成団体への中間報告作成・送付 

10 ⽉末 農⺠連⾷品分析センターから検査結果が届く 

11 ⽉ 2 ⽇ 
スタッフ会議第３回 
検査結果とモニターさんの⾷事記録突き合わせ、分析と報告書
について検討 

11 ⽉上旬 報告会チラシ作成 

11 ⽉中旬 

検査結果から分析、グラフ等作成 
⽊村-⿊⽥純⼦⽒と連絡 
報告会について告知、取材依頼 
ネオニコについて最新の情報収集 

11 ⽉ 23 ⽇ 報告会について朝⽇新聞記者と打ち合わせ 

がんばってケロー︕ 

⼤変だモ〜〜︕︕ 

1 ヶ⽉のひとは 
⻑かったケロな💦 
ありがとうケロ💖 

おもしろい結果 
が出たモ〜︕︕ 
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提供⾷材の内容について 

 

・⽶（有機⽶） 2kg/週 
・野菜（有機または農薬不使⽤） 
 10 種類程度/週 
・しょうゆ（農薬不使⽤原料使⽤） 
・味噌（農薬不使⽤原料使⽤） 
・砂糖（オーガニックシュガー） 
・⽞⻨麺（有機原料使⽤） 
・⽔ 10.8ℓ（1.8ℓ×６本）/週 
（1⽇に飲む⽔を成⼈で約 1.2ℓ 

として計算） 
 
※提供⾷材から外したもの 
・⾁類 
・卵 
・油脂類 
・⿂介類 
 

  

11 ⽉ 24 ⽇ Zoom会議 

11 ⽉下旬 
〜12 ⽉初め 

分析、考察、報告書作成 
引き続きネオニコについて最新の情報収集 
引き続き⽊村-⿊⽥純⼦⽒と連絡 

12 ⽉ 2 ⽇ Zoom会議 

12 ⽉上旬 
報告書作成、印刷 
報告会準備 

12 ⽉ 10 ⽇ 報告会開催 

報告書は苦労した 
ケロな💦どうにか 
できてよかったケロ 

米 2㎏ 米 8㎏（2㎏×4回）

野菜 10種類程度 野菜 10種類程度×4回

しょうゆ 150ml しょうゆ 900ml

味噌 500ｇ 味噌 1㎏

砂糖 400ｇ 砂糖 400ｇ

玄麦麺（細麺） 1袋 玄麦麺（細麺・太麺） 各2袋

※もし材料が足りなくなった場合は、「有機JAS」の選択を心がけ、より正確な結果を

　出すためにご協力いただけると助かります。

※可能な方は、外出先でのお食事もおにぎりを持参するなど、ネオニコチノイドによる曝露の

　心配のないものを持参されるとなお良いと思います。

●肉・卵・油・マヨネーズなど⇒ネオニコチノイドに曝露の可能性が低いもの

●果物・お茶・お菓子（チョコレートなど）⇒これら曝露している可能性のあるものを食

　べた時または材料不明の外食をした時には、別紙記録表に記入をお願いいたします。

　　　　　　　その他、蚊取りグッズ・ペットのノミ駆除・害虫駆除などの殺虫剤、農薬散

　　　　　　　布など空気中からもネオニコチノイドにさらされる可能性があります。

　　　　　　　モニター期間中は可能な範囲でこれらにも注意していただければと思い

　　　　　　　ます。

＜１週間モニター＞ ＜１カ月モニター＞

配布材料一覧表

配布しなかった材料
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提供⾷材の選定について 

野菜・⽶・果物以外の⾷材に関しては、これまで実施された他団体によるデトックスプロジェク
トで、⾁や卵、マヨネーズなどの提供実績がありました。これらの⾷材についてのネオニコ暴露
の可能性を、農⺠連⾷品分析センター等から情報収集を⾏いました。その結果、⾁類・卵につい
てはネオニコの⼼配はあまりなさそうだというデータもあるということで提供しないこととしま
した。マヨネーズ他油脂類も、ネオニコは⽔溶性ということもあり、それほど問題にならないだ
ろうと判断し提供しないこととしました。 
その他の⾷材も含めて、今回の検討結果は以下の表のとおりです。 
 

品⽬ 
ネオニコ 

暴露の⼼配 
（※） 

提供の 
有無 

検討内容 

野菜 ⼤ ○ 
有機（オーガニック）、もしくは有機がなければ農薬不
使⽤のものを提供 

⽶ ⼤ ○ 同上 

果物 最⼤級 × 
予算の都合上提供できないが、⾷べないように気をつけ
ていただく。⾷べる場合は有機（または農薬不使⽤）の
ものを選んでいただく。 

⼤⾖製品 有り ○ 
ネオニコ曝露の可能性があるので､農薬不使⽤原料の味
噌・しょうゆを提供 

⼩⻨製品 少なそう ○ 
⼩⻨粉の配布はしない。主⾷のバリエーションのため有
機栽培⻨使⽤の⽞⻨麺を提供 

お茶 最⼤級 × 
消費量が減少していること、好みがあることから提供し
なかった 

⾁類 なさそう × ネオニコ曝露の可能性は低そうなので提供しなかった 
卵 なさそう × 同上 
油脂類 なさそう × 同上 
⿂介類 不明 × 今回は検討対象としなかった 

きのこ類 少なそう × 
提供していなかったがモニターさんから質問あり。情報
収集の結果、ネオニコ暴露の可能性はあまりないように
思われた。 

飲料⽔ 不明 ○ 詳細は次項に記載 

※農⺠連⾷品分析センターからの情報や、農林⽔産省 HPの農薬登録情報提供システムの活⽤等により検討

した結果です。 
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⽔の提供が決まるまでの実録・つらかったけど起き上がった 

何故、⽔を配布することにしたのか 
これまでの福島や有機⽣活で⾏われたデトックスプロジェクトでは、モニターさんに提供する⾷材
に⽔は⼊っていませんでした。当初、私たちも⽔の提供は考えていなかったのですが、アクトビヨ
ンドから、「⽔道⽔からもネオニコが検出される研究結果が出ているので、⽔も⼊れてはどうか」
との提案があり、それを受け⼊れることとしました。 
 
ネオニコが使われたことで、それ以
前に使われていた有機塩素系や有機
リン系の殺⾍剤のように、⿂が死ん
で浮くということはありませんでし
たが、島根県の宍道湖では、週辺の
⽔⽥でネオニコの使⽤が始まった
1993年以降、餌となる節⾜動物が
減ったことでワカサギとウナギが激
減してほとんど漁獲できないという
被害が報告されています。つまり、
ミツバチの群の崩壊に端緒に現れた
ような被害が、⽔の中でも起こって
いるということです。 
 
瑞穂の国⽇本では⽔道⽔と⽥んぼが直結・いやだ︕ 
⽇本の主⾷が⽶で、⽶が育てられる⽔⽥にネオニコが撒かれると、⽔溶性のネオニコが⽔⽥排⽔に
混じって川や湖にすぐに流失してします。⽥植え後の 5⽉から 6⽉の降⾬後の⽔道⽔のネオニコの
濃度が、取⽔している相模川とほぼ同様の濃度だったという研究論⽂も発表されるほど、⽔道⽔と
⽥んぼで使われたネオニコは直結している可能性があります。 
 
ネオニコに汚染されていない⽔を求めて迷⾛︕ 
モニターさんに提供する以上、ネオニコに汚染されていない⽔でなければならないということで、
⽔の選定に⾮常に苦労することになりました。 

 
熊本市のように⼈⼝約 74 万⼈を擁する都市で、⽔道⽔の全てを地下⽔で賄っているところは、全
国でも例がありません。その熊本市が作るペットボトルの⽔「熊本の⽔物語」を配布すればいいの
ではないかと考えたのですが、熊本市が近年のマイクロプラスチックごみ問題などを考慮し、その
⽔の製造を 2022 年度をもって終了したとのことで、この配布案も頓挫しました。 

 
それで振り出しに戻って、そもそも飲料⽔の検査では農薬、特にネオニコの検査はどうなっている
のか調べることとしました。 

出典︓⽇有研会報「⼟と健康」2022 年 3-4 ⽉号 



(8) 
8 

⽇本では⽔道法で⽔質検査基準が作られており、その中に農薬も含まれています。例えば熊本市⽔
道局では 2022 年には 67種の農薬が検査されています。しかし残念なことにネオニコは⼊ってい
ません。これは厚⽣労働省が定める検査項⽬の中にネオニコが⼊っていないからだと思われます。 
（※⽔道⽔の検査項⽬がわかる資料を別添付します） 
ペットボトルの⽔でも農薬検査をしたものを⾒つけることができませんでした。 
 
苦渋の決断、フランスアルプスの⽔を採⽤ 
そんな時、フランスのアルプスを⽔源とするエビアンが農薬検査
をしているという情報が⼊ってきました。さっそく問い合わせを
しましたが、EUではネオニコは禁⽌されていますので、ネオニ
コの検査だけはしていないということでした。それで、くまたね
独⾃で、エビアン⽔のネオニコの検査を農⺠連⾷品センターに依
頼したところ、全ての種類のネオニコの検出が０ということが確
認できましたので、これを提供することを決断しました。 
⼤げさではなく、⽇本の⽔以外を選んだのは、迷った末の苦渋の
決断です。 
 
⽔を配布して何か⾒えたか︖ 
今回の尿検査の１ヶ⽉後のデータを⾒ても、福島県や有機⽣活の数値とほとんど変わりません。 
つまり、⽔を提供した場合と提供しなかった場合では、⽬に⾒える変化は得られなかったというこ
とです。個々の例としては、⽔を配布したことで数値が変わったのではないかと思えるデータがあ
りますが、それも、普段モニターさんが飲んでいる⽔道⽔を調べなければ断定はできないことで
す。 
 
今後への提案・活性炭処理の効果︕ 
⽔の提供で⽬に⾒える結果は得られなかったので、今後どのような⽔を飲めばいいのかということ
までは提案できないと思われます。 
検査結果もそうですが、国がネオニコを検査項⽬に正式にはあげておらず、⽔道⽔とネオニコの関
係が明らかではない時点で、提案するには⾮常に苦しいものを感じます。 
それで、⽔を活性炭で処理すれば農薬も除去されるという東京⼤学の⼭室真澄教授の論⽂を紹介す
るにとどめることとしました。 
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提供⾷材の選定について 

デトックス⽣活中、モニター
さんには外⾷等で提供⾷材以
外のものを⾷べたときには、
記録を取っていただくことを
お願いしていました。 
 
具体的に何を書けばいいの
か︖ということで、以下のよ
うに分類した資料をモニター
さんにお渡しし、デトックス
⽣活中の⾷事について記録し
ていただきました。 
 
A．【⾷べて OK なもの】記
録の必要はありません 
・くまたねより配布されたも
の 
・有機 JASマークのついた有
機⾷品・飲料 
 
B．ネオニコは検出されない
と思われるので⾷べて OK な
もの】できれば記録してくだ
さい 
・⾁類・⿂介類・油脂類・卵、⽜乳などの畜産物・パン・コーヒー・ハチミツ 
 
C．【ネオニコ検出がほぼ確定なので⾷べない⽅がいいもの】もし⾷べたら必ず記録してください 
・果物類・お茶類（ペットボトル飲料含む）・A 以外の野菜 
 
D．【その他⾷品・飲料】記録してください 
・外⾷全般・チョコレート・⽔・ほか、A・Bに該当しないもの  

(9) 
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検査結果および⾒解（仮説の検証） 

 

  

実施前 KTA KTB KTC KTD KTE KTF KTG KTH KTI KTJ

アセタミプリド 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.3 0.1 0.0 0.0 0.0

クロチアニジン 0.3 0.3 0.0 0.0 0.4 0.3 0.0 0.2 1.0 0.0

ジノテフラン 2.6 3.0 8.5 0.3 3.4 0.3 1.9 0.1 0.2 0.3

ニテンピラム 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

イミダクロプリド 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

チアメトキサム 0.7 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.2 0.1 0.0 0.0

チアクロプリド 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

スルホキサフロル 0.0 0.0 2.3 0.0 0.3 0.4 0.0 1.9 0.6 0.0

トリフルメゾピリム 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

クロラントラニリプロール 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

エチプロール 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

フィプロニル 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

フロニカミド 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0

フルピラジフロン 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

Nデスメチルアセタミプリド 1.0 1.5 0.5 5.3 6.1 1.5 0.9 0.0 1.6 1.8

実施後 KTA KTB KTC KTD KTE KTF KTG KTH KTI KTJ

アセタミプリド 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

クロチアニジン 0.3 0.3 0.0 0.0 0.0 2.4 0.1 0.3 0.1 0.0

ジノテフラン 0.4 1.0 0.1 0.1 0.0 1.5 0.5 0.1 0.5 0.0

ニテンピラム 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

イミダクロプリド 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

チアメトキサム 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0

チアクロプリド 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

スルホキサフロル 0.3 0.0 0.6 0.0 0.0 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0

トリフルメゾピリム 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

クロラントラニリプロール 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

エチプロール 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

フィプロニル 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

フロニカミド 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

フルピラジフロン 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

Nデスメチルアセタミプリド 0.5 0.0 1.1 1.6 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0

　　　　　単位：ｐｐｂ （検出限界値　＞0.01ｐｐｂ）

１週間 １カ月

≪個人別クレアチニン補正値表≫

（モニターの年齢・性別は次ページ参照）

プロジェクト実施前の尿検査ではモニター10⼈全員から何らかのネオニコチノイドが
検出された

(10) 
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＜1週間＞

＜1カ月＞

≪個人別クレアチニン補正値積み上げグラフによる比較≫

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

実施前 実施後

KTA

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

実施前 実施後

KTB

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

実施前 実施後

KTC

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

実施前 実施後

KTD

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

実施前 実施後

KTE

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

実施前 実施後

KTF

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

実施前 実施後

KTG

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

実施前 実施後

KTI

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0
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実施前 実施後

Nデスメチルアセタミプリド

フルピラジフロン

フロニカミド

フィプロニル

エチプロール

クロラントラニリプロール

トリフルメゾピリム

スルホキサフロル

チアクロプリド

チアメトキサム

イミダクロプリド

ニテンピラム

ジノテフラン

クロチアニジン

アセタミプリド

0.0

2.0

4.0

6.0
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実施前 実施後

KTH

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

実施前 実施後

KTJ

モニターの年齢と性別

２６才⼥性 ２８才⼥性
３３才男性 ３８才男性
４０才⼥性 ４０才⼥性
４１才男性 ４６才⼥性
６３才男性 ６４才⼥性
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１週間

アセタミプリド 0.5 0.0 0.0 0.0

クロチアニジン 1.5 3.4 1.0 0.1

ジノテフラン 20.1 3.8 0.6 0.5

ニテンピラム 0.0 0.0 0.0 0.0 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

イミダクロプリド 0.0 0.0 0.0 0.0

チアメトキサム 1.1 3.8 0.0 0.0 １カ月

チアクロプリド 0.0 0.0 0.0 0.0

スルホキサフロル 4.9 1.5 0.6 0.0

トリフルメゾピリム 0.0 0.0 0.0 0.0

クロラントラニリプロール 0.0 0.0 0.0 0.0

エチプロール 0.0 0.0 0.0 0.0

フィプロニル 0.0 0.0 0.0 0.0

フロニカミド 0.1 0.0 0.0 0.0

フルピラジフロン 0.0 0.0 0.0 0.0

Nデスメチルアセタミプリド
（アセタミプリド代謝物）

16.9 3.4 3.3 0.0

   　　　 単位：ｐｐｂ （検出限界値　＞0.01ｐｐｂ）

1週間
（実施前）

1週間
（実施後）

1カ月
（実施前）

1カ月
（実施後）

4.9 0.6

88％減

実施前 実施後

5.0 1.8

0.3

≪成分別クレアチニン補正値合計グラフ≫

64％減

≪クレアチニン補正値合計表，ネオニコチノイド系７成分と代謝物合計・平均値 ≫

一人あたりの
平均

一人あたりの
平均

（最低値0.1,
最高値8.5）

（最低値0.1,
最高値2.9）

（最低値0.1,
最高値1.8）

（最低値0.1,
最高値0.5）

2.5

実施前 実施後

ネオニコ７成分
＋代謝物合計

40.1 14.4

ネオニコ７成分
＋代謝物合計
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(12) 



 
14 

このプロジェクトを始める前に、福島の研究結果を参考に仮説を⽴てました。その仮説との対照

で、くまたねのデトックスプロジェクトの結果を⾒ていきます。 

 
1) 福島の検査では、少なくとも5⽇間連続して有機⾷材を摂ると、尿中のネオニコが⼤幅に低下す

るという研究結果が出ているので、くまたねでは７⽇間の実施検証をすれば同じような結果が得
られるのではないか︖ 

 
3つのプロジェクトの平均値⽐較から⾒えてくることは、実施前の尿中検出値が⾼い低いに関わ
らず、5⽇⽬、7⽇⽬と順調に減少し、1カ⽉⽬の数値は0.3ｐｐｂ周辺まで下がるということ
だ。減少の仕⽅は、スタート時の減少は⼤きく、後半はゆるやかに減少している。 
これは、「ヒトにおけるネオニコチノイドの⽣物学的半減期は0.23⽇から1.45⽇までの範囲
なので、減少の仕⽅はスタート時の減少は⼤きく、後半はゆるやかに減少するはず」という福
島が⽴てた仮説の正しさを⽰す結果となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

データから読み取れること 
 

慣行食材

有機食材5日

有機食材7日

有機食材1カ月

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　 　　

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　

　　　　　　　　　

≪福島と有機生活での結果との比較  ≫

　

　

　　　　　　

0.3

2.5

1.8

5

0.35

1.65

0.3

2.3

5

0 1 2 3 4 5 6

尿検査平均クレアチニン補正値（ppb）

福島

有機生活

くまたね1週間

くまたね1カ月

※正確に⽐較するためには同条件下で⾏わなければならないが、今回は下記条件が先⾏2例とは違うが、
参考のために⽐較した
①福島では尿検査を少なくとも３⽇間だけは朝昼晩の３回⾏っている
有機⽣活とくまたねはモニター期間の実施前と実施後の２回のみ、朝に採取した尿で検査している
②有機⽣活では検査項⽬に「Nデスメチルアセタミプリド（アセタミプリド代謝物）」は⼊っていない

・福島……福島県有機農業ネットワークが2018年に⾏った「有機農産物摂取による尿中ネオニコチノイド量低減に関する調査研究」
（モニター➡有機⾷材5⽇間：36⼈、有機⾷材30⽇間：4⼈、従来の⾷事：28⼈）

・有機⽣活……熊本県にある有機農産物販売店、畑まるごとマーケット「有機⽣活」が2021年に⾏ったデトックスプロジェクト
（30⽇間モニター➡普段有機⾷材を⾷べていない：8⼈、普段有機⾷材を⾷べている：10名 で⽐較データは普段有機⾷材を
⾷べていない⼈の分のみ使⽤）

・くまたね……今回のくまもとのタネと⾷を守る会が⾏ったデトックスプロジェクト
（モニター➡有機⾷材7⽇間：8名、有機⾷材30⽇間：2名）

(13) 
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2) 有機⽣活は30⽇のプロジェクト期間で検証している。くまたねも⽐較検証のため、30⽇間の実
施検証とした。 

 
結果としては、先に述べたように、30⽇後は3事例とも⼀⼈当たりの平均値はほとんど変わら
なかった。 

 
3) 福島の研究結果では、提供⾷材の厳密性に疑問がある旨の意⾒も書かれていることから、提供

⾷材を吟味することで、ネオニコ曝露の検出結果がもっと少なくなるのではないか︖ 
 
提供⾷材を６ページの報告のように吟味し、その中に⽔も加えたが、１ヶ⽉後の数値は先⾏２
例とあまり変わらず、仮説は成り⽴たなかった。 
ただ、普段の⽣活で井⼾⽔を飲⽤している⽅が、数値が⼤幅に減少していることは、⽔を提供
した効果かもしれない。 

 
4) ７⽇間は短期間なので、厳密に有機農産物で⽣活して欲しいが、それも難しい場合、ネオニコが

出やすいと思われる⾷⽣活、例えば、外⾷をした場合、果物を⾷べた場合、有機ではないお茶、
ペットボトルのお茶を飲んだ場合などは⾷⽣活記録表で報告してもらうと、検査結果の分析が説
明可能になる可能性が⼤きいのではないか︖ 
 
⾷事記録表に原材料を詳細に記⼊していた⼈は、プロジェクト実施後の数値が確実に減り、尿
へのネオニコの排出量はゼロとなった。実施前よりも実施後にネオニコ量が上昇してしまった
事例もあり、外⾷や提供されたもの以外の⾷べものを摂取してしまったことが原因として考え
られる。 
⾷⽣活を記録し報告することは、モニターさんの動機付けにもなったのではないか。 

 
5) これまで有機⾷材を意識して⾷べてこなかった⼈を対象とすることで、結果がもっと鮮明に出る

のではないか︖ 
 
くまたねでは、有機⾷材を全く⾷べていない⼈を探すのが⾮常に難しかったが、概ね、有機⾷
材を⾷べていない⼈をモニターに選ぶことができた。 
そこで、調査対象の違いと結果を、福島と有機⽣活の場合で⽐較してみる。 
・福島の研究では、有機⾷材と⾷べていた⼈とそうでない⼈を分けていない。 
・有機⽣活のデトックスプロジェクトでは、「普段有機野菜を⾷べていない⼈」と「普段有機

野菜を⾷べている⼈」の２群に分けて検証をしている。 
・くまたねは「概ね有機⾷材を全く⾷べていない⼈のみ」を検証した。 

(14) 
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その結果を⾒てみると、それぞれの対象に違いがあるため、調査初めの尿中の数値は違ってい
るが、30⽇後には、3者ともほぼ同じ数値（0.3〜0.35 ppb）になっている。 
福島の5⽇後（2.3ppb）と、くまたねの7⽇後(1.8ppb)も、⽇にちの経過とともに減少して
いると思われる数値である。 
 
つまり、くまたね版デトックスプロジェクトでは、検査以前の⾷⽣活の違いは、有機⾷材を⾷
べたデトックス後の数値には影響されないという結果なので、くまたねが⽴てた仮説は証明さ
れなかった。 
 

 
6) 福島データでは男⼥の排出量に差があるので、モニターを男⼥5︓5にすれば、男⼥差もみえるか
もしれない。 
 
集まったモニターは男性４⼈・⼥性６⼈。仮説の通りに集めることができなかったが、男⼥の
平均値を⽐較すると、男性は実施前が3.8ppb・実施後が0.8ppb（80％減少）で、⼥性は実
施前が4.9ppb・実施後が2.0ppb（60％減少）だった。男⼥差は、実施前は⼥性のほうが男
性より1.3倍⾼く、実施後の数値も⼥性のほうが男性より2.5倍⾼い数値結果となった。いずれ
にしても⼥性のほうが⾼い数値となったが、男⼥差を⽐較できるほどのモニター数ではなかっ
たので、参考までにしておく。 
 

7）仮説以外で⾒えたこと 
 

・検出数値が⼀番⾼かった成分は、福島と有機⽣活の先⾏事例と同じく、ネオニコチノイド系
農薬のジノテフランだった。 
ジノテフランはネオニコチノイド系農薬の中で最も出荷量の多い農薬なので、暴露される可
能性も⼤きい。それに加えて、次ページの資料にあるように、尿への排出割合が⼤きいこと
と半減期が影響しているためなのか、今後の検証が必要である。 

 
・さらに加えて、ネオニコチノイド類似農薬であるスルホキサフロルが、代謝物以外の成分の

中では⼆番⽬に⾼い数値で検出された。検出数値は、１週間モニター実施前が4.9ppb・実
施後が1.5ppbで、１カ⽉モニター実施前が0.6ppb・実施後が検出なしとなっている。ス
ルホキサフロルは、ネオニコチノイド系農薬と同じニコチン性アセチルコリン受容体が標的
で、特に胎児への影響が懸念されている。今後も継続的な検証が必要ではないだろうか。 

(15) 
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平久美⼦，⻑⾕川浩, Collins Nimako , 池中良徳，中⼭翔太, ⼀瀬貴⼤,⽯塚真由美． 

「有機農産物摂取が尿中ネオニコチノイド排泄に与える影響」より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第⼆末梢
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中枢
コンパートメント

第⼀末梢
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⾷品、飲料、空気

⾎液、脳脊髄液、胎児

アルブミン、へモグロビン
（中等度の結合）

ニコチン受容体、メラニン
（強い結合）

速い 遅い

⽑髪

ネオニコチノイドの尿中検出
＝脳および全身の臓器がネオニコチノイドに暴露されている

濃度に正の相関

尿、⺟乳、唾液、精液、便

ヒトに吸収されたネオニコチノイドのゆくえ

（Laubcher 2022)

アセタミプリドの6割は、デスメチルアセタミプリドと
して尿中に排泄される（Harada 2016)。

尿中
排泄割合

尿中
排泄半減期

デスメチルアセタミプリド 59% 40時間

イミダクロプリド 13% 35時間

クロチアニジン 60% 14時間

ジノテフラン 90% 4時間

pounds available as standards but not observed as metabolites. IMI
metabolites in Table 1 were either synthesized in the Environmental
Chemistry and Toxicology Laboratory at Berkeley (IMI-NH, IMI-
NNO, IMI-NNH2, and IMI-tri) (15) or provided by Bayer Agro-
chemicals (Leverkusen, Germany and Stilwell, KA) (the other
compounds). Candidate metabolites described earlier were NIT-
dm (16, 17) and NIT-CN (18) from NIT; THI-NH and THI-ole-
NH from THI (19, 20). THI-ole, THI-4-OH, THI-NCONH2, THI-
4-OH-NCONH2, and THI-SO3H-NCONH2* were provided by
Bayer. THI-SO* was obtained by treatment of THI (0.2 mmol)
with equimolar m-chloroperoxybenzoic acid in chloroform (2 mL)
for 5 h at room temperature and recrystallization from ethyl
acetate-hexane (Lee, D. L., and Casida, J. E., unpublished result).
ACE-acet was prepared by acetylation of r with acetyl chloride in
anhydrous acetonitrile and ACE-dm was provided by Nippon Soda

Co. (Tokyo, Japan). Three cleavage product candidate metabolites
(f, h, and i) shown in Figure 2 were synthesized in the Berkeley
laboratory, while a*, b*, c, and g were from Sigma-Aldrich.
Compound k was also from Sigma-Aldrich, and l, m, q, and u
were from preparation at Berkeley. Cleavage products k, l, m, q,
and w exist in tautomeric forms, only one of which is shown.
Treatment of Mice and Collection of Tissue Samples and

Excreta.Male albino Swiss-Webster mice (25-30 g) from Harlan
Laboratories (Indianapolis, IN) were administered the test com-
pounds ip at 10 mg/kg (IMI, THI, and ACE) or 20 mg/kg (NIT
only) using Me2SO (1 µL/g mouse weight) as the carrier vehicle,
or Me2SO alone was injected as the control. The ip route was used
to emphasize differences in metabolism rather than absorption, and
the dose was near the maximum for asymptomatic animals.
Isoflurane was employed for anesthesia and did not produce
interfering peaks in tissue and excreta extracts from control mice.
One set of studies emphasized tissues and another the excreta. For
tissues, mice were sacrificed at 15, 30, 60, 120, and 240 min after
treatment, blood was drawn by cardiac puncture, and brain and
liver were dissected out. The whole blood was centrifuged (5000g,
10 min) to recover the plasma. To collect urine and feces, the treated
mice were placed in all-glass metabolism cages for 24 h with food
and water ad libitum. Tissues were analyzed fresh, and excreta were
held for up to 2 days at -80 °C before extraction and analysis.
Extraction of Tissues and Excreta.Whole brain (350-375 mg),

liver (750-800 mg), or plasma (100 µL) was transferred to an ice-
cold 50 mL polypropylene conical tube. Acetonitrile (5 mL) and
NaCl (250 mg) were added, and the internal standard (IS) was
introduced (1 ng/mg tissue) in 100 µL of 75:25:0.1 acetonitrile/
water/trifluoroacetic acid (TFA). Urine (100-200 µL; one-tenth
of the 0-24 h sample) and feces (100 mg) were processed in the
same way as the tissues, except no IS was added. Homogenates
were prepared using a Sonic Dismembrator (Fisher Scientific,
Pittsburgh, PA) at maximum power output for 2-3 min, followed
by vigorous vortex treatment for 2-3 min to ensure complete tissue
disintegration. Centrifugation at 2000g for 15 min produced a
precipitate and upper acetonitrile fraction which was collected in
an 8-mL glass tube and evaporated to dryness (about 3 h) on a
Savant SVC 200H Centrifugal Evaporator (Farmingdale, NY). The
extract at this stage was stored overnight at 4 °C or preferably
analyzed directly as below.
HPLC/DAD Analysis. The evaporated extract as a yellow film

with some precipitate was dissolved or suspended in 75:25:0.1
acetonitrile/water/TFA (reagent grade) (300 µL), sonicated, and
filtered through a nylon membrane (0.45 µm) in an Acrodisc syringe
filter (13 mm) (Pall Life Sciences, East Hills, NY). One-third of
the sample (100 µL) was subjected to HPLC analysis on a Luna
C-18 column (5 µm, 100 Å, 250 mm × 4.6 mm) with a precolumn
filter (Phenomenex, Torrance, CA). The Hewlett-Packard model
1050 liquid chromatograph was fitted with a quaternary HPLC
pump, a vacuum degasser, a DAD equipped with a deuterium lamp,
and an auto sampler. Gradient development was with acetonitrile
(HPLC grade)/pure deionized water (18.2 MΩ‚cm) containing 0.1%
TFA, beginning with 5% acetonitrile and steadily increasing to 80%
over a period of 30 min. This gradient generally resolved the
neonicotinoids and metabolites, then an additional 10 min with 5%
acetonitrile eluted interfering materials. The flow rate was 1 mL/
min, and absorbance measurements were at 254 nm. Tissue levels
(ppm) were determined by peak area comparison for the neonico-
tinoid analyte with the IS. Each neonicotinoid gave a recovery of
80% or greater. The IS was THI for mice treated with IMI, NIT,
and ACE (see Table 1 for tR values) and dinotefuran (a commercial
neonicotinoid lacking a chloropyridinyl moiety) (tR 10.6 min) for
THI-treated mice. The sensitivity of the method is indicated by
the peak areas [milliabsorbance units (mAU‚s)] for 0.1 µg of
neonicotinoid, that is, 346 for IMI, 59 for NIT, 99 for THI, and
137 for ACE. Metabolite levels are given as ppm equivalent (ppm
equiv) based on the absorbances at 254 nm and recovery values of
the parent compounds. Urine levels of parent neonicotinoids
(percent of administered dose) were determined by comparing
samples from treated mice with the same aliquot of the correspond-

Figure 1. Chloropyridinyl neonicotinoid insecticides with nitroguani-
dine, nitromethylene, cyanoguanidine, and cyanoamidine substituents.

Table 1. Chloropyridinyl Neonicotinoid Insecticides and Metabolites
in Mouse Tissues and Urine

tR (min)
compounda MW HPLC/DAD LC/MSD

identification
criteriab

IMI and metabolites
IMI 255.7 18.6 18.6 1
IMI-NH 210.7 11.6 3.0 1
IMI-NNO 239.7 13.8 14.1 1
IMI-NNH2 225.7 12.5 4.1 1
IMI-tri 278.7 13.1 13.2 1
IMI-ole 253.7 15.2 15.3 1
IMI-5-OH 271.7 16.1 16.1 1
IMI-diol 287.7 15.6 15.6 1
IMI-urea*c 211.7 15.4 15.4 5
IMI-de* 229.6 14.9 - 5

NIT and metabolites
NIT 270.7 9.2 9.2 1
NIT-dm 256.7 14.0 14.0 1
NIT-dm-COOH 243.7 - 11.7 4
NIT-CN 236.7 17.8 22.0 2

THI and metabolites
THI 252.7 23.0 22.9 1
THI-NH 227.7 9.5 3.0 2
THI-ole 250.7 22.1 22.1 1
THI-ole-NHd 225.7 10.0 3.2 2
THI-4-OH 268.7 22.1 20.3 1
THI-NCONH2 270.7 16.5 16.2 2
THI-4-OH-NCONH2* 286.7 14.6 - 5
THI-SO* 268.7 16.1 16.2 5
THI-SO3H-NCONH2* 336.8 24.1 - 5
THI-SOMe 300.8 18.9 18.9 3

ACE and metabolites
ACE 222.7 19.8 19.8 1
ACE-dm 208.7 17.8 19.2 2
ACE-acet 198.7 16.2 16.2 2
ACE-dm-acet 184.6 - 15.8 4
ACE-dm-NCONH2 226.7 - 15.5 4
ACE-U 268.3 14.3 14.3 6

a See Figures 3-5 and 7 for structures and detection in brain, liver,
plasma, and urine. b See Results on Metabolite Identification. c Cyclic urea
or imidazolidinone. d Detected in liver on administration of THI-ole but
not THI.
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pounds available as standards but not observed as metabolites. IMI
metabolites in Table 1 were either synthesized in the Environmental
Chemistry and Toxicology Laboratory at Berkeley (IMI-NH, IMI-
NNO, IMI-NNH2, and IMI-tri) (15) or provided by Bayer Agro-
chemicals (Leverkusen, Germany and Stilwell, KA) (the other
compounds). Candidate metabolites described earlier were NIT-
dm (16, 17) and NIT-CN (18) from NIT; THI-NH and THI-ole-
NH from THI (19, 20). THI-ole, THI-4-OH, THI-NCONH2, THI-
4-OH-NCONH2, and THI-SO3H-NCONH2* were provided by
Bayer. THI-SO* was obtained by treatment of THI (0.2 mmol)
with equimolar m-chloroperoxybenzoic acid in chloroform (2 mL)
for 5 h at room temperature and recrystallization from ethyl
acetate-hexane (Lee, D. L., and Casida, J. E., unpublished result).
ACE-acet was prepared by acetylation of r with acetyl chloride in
anhydrous acetonitrile and ACE-dm was provided by Nippon Soda

Co. (Tokyo, Japan). Three cleavage product candidate metabolites
(f, h, and i) shown in Figure 2 were synthesized in the Berkeley
laboratory, while a*, b*, c, and g were from Sigma-Aldrich.
Compound k was also from Sigma-Aldrich, and l, m, q, and u
were from preparation at Berkeley. Cleavage products k, l, m, q,
and w exist in tautomeric forms, only one of which is shown.
Treatment of Mice and Collection of Tissue Samples and

Excreta.Male albino Swiss-Webster mice (25-30 g) from Harlan
Laboratories (Indianapolis, IN) were administered the test com-
pounds ip at 10 mg/kg (IMI, THI, and ACE) or 20 mg/kg (NIT
only) using Me2SO (1 µL/g mouse weight) as the carrier vehicle,
or Me2SO alone was injected as the control. The ip route was used
to emphasize differences in metabolism rather than absorption, and
the dose was near the maximum for asymptomatic animals.
Isoflurane was employed for anesthesia and did not produce
interfering peaks in tissue and excreta extracts from control mice.
One set of studies emphasized tissues and another the excreta. For
tissues, mice were sacrificed at 15, 30, 60, 120, and 240 min after
treatment, blood was drawn by cardiac puncture, and brain and
liver were dissected out. The whole blood was centrifuged (5000g,
10 min) to recover the plasma. To collect urine and feces, the treated
mice were placed in all-glass metabolism cages for 24 h with food
and water ad libitum. Tissues were analyzed fresh, and excreta were
held for up to 2 days at -80 °C before extraction and analysis.
Extraction of Tissues and Excreta.Whole brain (350-375 mg),

liver (750-800 mg), or plasma (100 µL) was transferred to an ice-
cold 50 mL polypropylene conical tube. Acetonitrile (5 mL) and
NaCl (250 mg) were added, and the internal standard (IS) was
introduced (1 ng/mg tissue) in 100 µL of 75:25:0.1 acetonitrile/
water/trifluoroacetic acid (TFA). Urine (100-200 µL; one-tenth
of the 0-24 h sample) and feces (100 mg) were processed in the
same way as the tissues, except no IS was added. Homogenates
were prepared using a Sonic Dismembrator (Fisher Scientific,
Pittsburgh, PA) at maximum power output for 2-3 min, followed
by vigorous vortex treatment for 2-3 min to ensure complete tissue
disintegration. Centrifugation at 2000g for 15 min produced a
precipitate and upper acetonitrile fraction which was collected in
an 8-mL glass tube and evaporated to dryness (about 3 h) on a
Savant SVC 200H Centrifugal Evaporator (Farmingdale, NY). The
extract at this stage was stored overnight at 4 °C or preferably
analyzed directly as below.
HPLC/DAD Analysis. The evaporated extract as a yellow film

with some precipitate was dissolved or suspended in 75:25:0.1
acetonitrile/water/TFA (reagent grade) (300 µL), sonicated, and
filtered through a nylon membrane (0.45 µm) in an Acrodisc syringe
filter (13 mm) (Pall Life Sciences, East Hills, NY). One-third of
the sample (100 µL) was subjected to HPLC analysis on a Luna
C-18 column (5 µm, 100 Å, 250 mm × 4.6 mm) with a precolumn
filter (Phenomenex, Torrance, CA). The Hewlett-Packard model
1050 liquid chromatograph was fitted with a quaternary HPLC
pump, a vacuum degasser, a DAD equipped with a deuterium lamp,
and an auto sampler. Gradient development was with acetonitrile
(HPLC grade)/pure deionized water (18.2 MΩ‚cm) containing 0.1%
TFA, beginning with 5% acetonitrile and steadily increasing to 80%
over a period of 30 min. This gradient generally resolved the
neonicotinoids and metabolites, then an additional 10 min with 5%
acetonitrile eluted interfering materials. The flow rate was 1 mL/
min, and absorbance measurements were at 254 nm. Tissue levels
(ppm) were determined by peak area comparison for the neonico-
tinoid analyte with the IS. Each neonicotinoid gave a recovery of
80% or greater. The IS was THI for mice treated with IMI, NIT,
and ACE (see Table 1 for tR values) and dinotefuran (a commercial
neonicotinoid lacking a chloropyridinyl moiety) (tR 10.6 min) for
THI-treated mice. The sensitivity of the method is indicated by
the peak areas [milliabsorbance units (mAU‚s)] for 0.1 µg of
neonicotinoid, that is, 346 for IMI, 59 for NIT, 99 for THI, and
137 for ACE. Metabolite levels are given as ppm equivalent (ppm
equiv) based on the absorbances at 254 nm and recovery values of
the parent compounds. Urine levels of parent neonicotinoids
(percent of administered dose) were determined by comparing
samples from treated mice with the same aliquot of the correspond-

Figure 1. Chloropyridinyl neonicotinoid insecticides with nitroguani-
dine, nitromethylene, cyanoguanidine, and cyanoamidine substituents.

Table 1. Chloropyridinyl Neonicotinoid Insecticides and Metabolites
in Mouse Tissues and Urine

tR (min)
compounda MW HPLC/DAD LC/MSD

identification
criteriab

IMI and metabolites
IMI 255.7 18.6 18.6 1
IMI-NH 210.7 11.6 3.0 1
IMI-NNO 239.7 13.8 14.1 1
IMI-NNH2 225.7 12.5 4.1 1
IMI-tri 278.7 13.1 13.2 1
IMI-ole 253.7 15.2 15.3 1
IMI-5-OH 271.7 16.1 16.1 1
IMI-diol 287.7 15.6 15.6 1
IMI-urea*c 211.7 15.4 15.4 5
IMI-de* 229.6 14.9 - 5

NIT and metabolites
NIT 270.7 9.2 9.2 1
NIT-dm 256.7 14.0 14.0 1
NIT-dm-COOH 243.7 - 11.7 4
NIT-CN 236.7 17.8 22.0 2

THI and metabolites
THI 252.7 23.0 22.9 1
THI-NH 227.7 9.5 3.0 2
THI-ole 250.7 22.1 22.1 1
THI-ole-NHd 225.7 10.0 3.2 2
THI-4-OH 268.7 22.1 20.3 1
THI-NCONH2 270.7 16.5 16.2 2
THI-4-OH-NCONH2* 286.7 14.6 - 5
THI-SO* 268.7 16.1 16.2 5
THI-SO3H-NCONH2* 336.8 24.1 - 5
THI-SOMe 300.8 18.9 18.9 3

ACE and metabolites
ACE 222.7 19.8 19.8 1
ACE-dm 208.7 17.8 19.2 2
ACE-acet 198.7 16.2 16.2 2
ACE-dm-acet 184.6 - 15.8 4
ACE-dm-NCONH2 226.7 - 15.5 4
ACE-U 268.3 14.3 14.3 6

a See Figures 3-5 and 7 for structures and detection in brain, liver,
plasma, and urine. b See Results on Metabolite Identification. c Cyclic urea
or imidazolidinone. d Detected in liver on administration of THI-ole but
not THI.
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環境脳神経科学情報センター 副代表 ⽊村-黑⽥純⼦⽒よりコメント 

 ネオニコチノイド系農薬（以下ネオニコ）はミツバチ⼤量死など⽣態系にダメージを及ぼし、⼈
を含む哺乳類にも悪影響を起こすことが懸念されています。⼀⽅、最近の検査や論⽂報告では、ほ
とんどの⽇本⼈の尿中に低⽤量ながらネオニコが検出されていますが、⼀般には、ネオニコが⼈に
も曝露していることは知られていません。動物実験などから、ネオニコが発達期の⼦どもの脳や免
疫系、⽣殖系などに低⽤量でも悪影響を及ぼす可能性がわかってきており、ネオニコの曝露はなる
べく避けることが必要と考えます。 

このような背景から、くまたねのプロジェクトは、この問題に取り組み、これまで農薬に関⼼の
ない層にも関⼼を広げた点、独⾃の⽅法などを実施した点から、意義ある調査と考えます。調査結
果のまとめについて、コメントを箇条書きにしました。 

 
１． ⼈数は 10 ⼈と少ないですが、普段有機⾷材などにこだわっていない⼈を対象にして、調査

を実施したことに意義があります。 
２． 調査開始前、10 ⼈のモニターの尿中にネオニコ類が検出され、そのうち 9 ⼈は有機⾷材を摂

取した１週間、１か⽉後に濃度が減少しました。１⼈のみ、１週間後にネオニコ総量が増えたケ
ースがありましたが、何度か外⾷したことや、⾷事内容の記載がなかったことから、くまたねで
提供した有機⾷材を摂取していなかった可能性が考えられます。また、学術論⽂では、慣⾏野菜
を常時⾷べている⼈は、ネオニコだけでなく、発達神経毒性の明らかな有機リン系農薬や他の農
薬類も尿中から検出されますが、有機⾷材を摂取すると他の農薬も減少することが明らかにな
っていますので、有機⾷材を推奨するのは、有効でしょう。 

３． ネオニコ系ではありませんが、スルホキサフロル（スルホキシイミン系）が、検出される例
がありました。スルホキサフロルはヒト胎児型ニコチン性アセチルコリン受容体に強く反応し、
ラットでは奇形や胎児の死亡などが報告されており、危険な農薬ですので、この調査結果を周知
していくことが必要と考えました。 

４． これまで調査対象でなかった飲料⽔についても、検討したことは新しい試みで意義ある取り
組みでした。 
⽇本では河川におけるネオニコの汚染だけでなく、⽔道⽔にもネオニコ汚染が報告されていま

す。国内の⽔道⽔の⽔質基準検査にはネオニコは⼊っておらず、農⺠連⾷品分析センターが調査
したところ、⽔道⽔からも微量ながら検出される例が報告されています。 

くまたねのプロジェクトでは、スイスのエビアン・ミネラルウオーターを、農⺠連⾷品分析セ
ンターに依頼してネオニコが含まれていないことを確認し、モニターに提供しました。結果とし
て、くまたねのプロジェクトでは、⽔を考慮していない福島や有機⽣活の２つの調査と同様な結
果が確認され、ネオニコの主な摂取経路は⽔由来ではないことが明らかとなり、確認できたこと
は意義がある結果でした。 

(17) 
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ただし、⽇常飲⽤する⽔道⽔に、微量にしろネオニコなど農薬や有害化学物質が含まれるのは
問題ですので、厚労省に⽔道⽔の⽔質基準項⽬を⾒直すよう、働きかけが必要ではないでしょう
か。 

また、今回ネオニコフリーの⽔は、ペットボトルを使⽤しましたが、環境負荷を与えるプラ容
器については、徹底した使⽤削減が必要と考えています。ペットボトル飲料には、マイクロプラ
スチックが検出されており、プラスチックに含まれる環境ホルモン作⽤の溶出による⽣態系や⼈
への悪影響が懸念されています。ペットボトルは⽐較的リサイクルされていますが、化⽯燃料か
ら作られ、持続可能な容器とはいえません。ネオニコは活性炭浄⽔器で処理すると、ほとんど吸
収されるという報告もあるので、活性炭の浄⽔器の活⽤を取り⼊れしてほしいと思いました。 

 
 

 
Hyland C et al. Environ Res. 2019 ;171:568-575. Organic diet intervention significantly 

reduces urinary pesticide levels in U.S. children and adults 

⽶国の研究で、16⼈のモニターに慣⾏⾷材を 5⽇間摂取、その後6⽇間有機⾷材を摂取し、前後の尿中

の農薬濃度を調べた報告がある。有機⾷材摂取後、モニターの尿中の農薬類（有機リン系、ネオニコ

系、ピレスロイド系など）の濃度が顕著に減少したことを報告している。 

 

Ellis-Hutchings RG et al. Crit Rev Toxicol. 2014;44 Suppl 2:45-62. 

Human relevance framework evaluation of a novel rat developmental toxicity mode of action 

induced by sulfoxaflor. 

⺟体経由でラットにスルホキサフロルを投与すると、胎仔の死亡や四肢の奇形などが起こる。スルホキ

サフロルはヒト胎児型ガンマ・ニコチン性アセチルコリン受容体に強く結合することがわかっており、

ヒト胎児への影響が懸念される。 

 

Journal of Japan Society on Water Environment Vol.39, No.5, pp.153-162（2016） 

神奈川県相模川流域における河川⽔及び⽔道⽔のネオニコチノイド系農薬等の実態調査、佐藤学等 

 
 
 

 

  

⽊村-⿊⽥ 純⼦ ⽒ プロフィール 
環境脳神経科学情報センター副代表・医学博⼠。 
脳が発達する時期に有害な化学物質が脳に侵⼊すると、脳の発達が撹乱・阻害され障害
が起きる、そのメカニズムを研究。数々のデータを発表している。 

(18) 
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ネオニコチノイド系農薬に関する情報／資料提供︓神⼾⼤学⼤学院農学研究科 星信彦教授 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

日本にはどんな問題があるの？

そもそも，日本の規制は欧米に比較して緩い！！！

2,000倍
に緩和！

１３倍
に緩和！

ネオニコチノイド成分のクロチアニジンの残留基準値は，
カブの葉で2,000倍の40 ppm．
ホウレンソウは13倍の40 ppmとなり，1.5株食べただ
けで子どもが急性中毒になる可能性がある値となった．

更に緩和された日本の残留基準

農作物には，摂取しても安全なように農薬の残留基準が厚労省によって定められている．しかし，日
本のネオニコチノイドの残留基準値は欧米に比べてほとんどが格段に高値となっている！

Animal Molecular Morphology, Kobe University 

*：検出限界以下， **: 輸入茶のみ暫定値2010年2月
• ペットボトルのお茶で2.5 ppm検出した例があり，子どもが800 mL飲むと
一日摂取許容量（0.071 mg/kg体重/日）を超える．

• 2018年の論文では，日本産とスリランカ産の茶葉と国産ペットボトル入り茶飲料を調
べたところ， 日本産茶葉（39検体）とペットボトル飲料（9検体）には全てネオニコチノ
イドが検出されたが，スリランカ産（30検体）は非検出．濃度は低いが慢性複合影響
が懸念される．

• 2015年，農薬残留基準のさらなる緩和
アセタミプリド 春菊，レタス 5→10ppm クロチアニジン ホウレンソウ３→40ppm

食品 日本 USA EU 食品 日本 USA EU

イチゴ 3 0.6 0.05* 茶葉 30 ** 0.05*
リンゴ 2 1.0 0.4 トマト 2 0.2 0.5

ナシ 2 1.0 0.4 キュウリ 2 0.5 0.3
ブドウ 5 0.35 0.5 キャベツ 3 1.2 0.4
スイカ 0.3 0.5 0.2 ブロッコリー 2 1.2 0.4

メロン 0.5 0.5 0.2 ピーマン 1 0.2 0.3

アセタミプリドの農薬残留基準（ppm） 2021年3月現在

ネオニコチノイドの農薬残留基準値は欧米に比べて緩い
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「農薬」は環境中へ拡散

［Sur and Stork, 2003; Goulson, 2014］

種子中NNの94%は土壌・地下水を介して植物や河川に移行
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農地はPRTR（化学物質排出移動量届出制度 since 1999）の対象外!!!
Pollutant Release and Transfer Register （家庭･自動車等･農地は届出義務の対象外）

⇒田畑に播かれた化学物質は届けられずに公共用水域に排出される

対象化学物質354種中，
124種が農薬（実に⅓）

★無毒性量（NOAEL：No-Observed Adverse Effect Level）の算出
･･･動物試験等で有害な影響が認められない最大投与量

動
物
実
験

農薬原体の全ての毒性試験につい
て算出し，
最低値を安全係数（×100）で割る
安全係数（個体差10ｘ種差10）

A試験
B試験
C試験
･･･

： 100 mg/kg/day
： 1 mg/kg/day
： 50 mg/kg/day

外
挿

★一日摂取許容量（ADI: Acceptable Daily Intake）の決定
･･･ヒトが生涯にわたり毎日摂取し続けても有害作用を示さない一日あたりの量

ヒ
ト
に
対
す
る
安
全
性

ヒトのADI
＝ 0.01 mg/kg/day

・⾷品添加物の使⽤量
・農薬の残留基準値

等の設定に活⽤される

農薬の安全基準の決め方には問題がある

Ø 医薬品と違い，農薬は人間の臨床試験は行えないので，後からヒトへの毒性が判明することがある．

Ø 農薬は，原体と製品とでは毒性が異なる（製品＞原体） [Mesnaga et al., 2014, 2022; Nagy et al., 2020]

An
im

al
 M

ol
ec

ul
ar

 M
or

ph
ol

og
y,

 K
ob

e 
U

ni
ve

rs
ity

 

（最大1,000倍） e.g.) グリホサートとラウンドアップ（補助剤の毒性は考慮されていない）

(20) 
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環境要因に対する影響評価の難しさ

3. 感受性（動物種差）

影響の受けやすさ（感受性）は動物種毎に大きく異なる

★ (Ex). TCDDの半数致死量 (LD50: µg/kg)

~0.1 10 100 1000~

Animal Molecular Morphology, Kobe University 

（ハムスターとモルモットで10,000倍違う！）

ハムスターモルモット
マウス

ラット

？

(21) 
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2021年11月6日（土） １７:３０~１８:５０ OA
TBS

無料YouTubeサイト https://www.youtube.com/watch?v=0J1T-MO3t5U
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環境化学物質と健康被害
●わが国における自己免疫疾患患者数の推移

1993
ネオニコの
国内販売開始 Animal Molecular Morphology, Kobe University 

(22) 
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35

1993 1998 2003 2010 20192005

日本における発達障害児の増加−−通級
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ネオニコの
国内販売開始

増えている障害

環境が遺伝子（ゲノム）に作用

環境要因

遺伝子の異常なON

・低栄養
・薬物
・環境化学物質
・精神ストレス

環境が後天的（エピジェネティック）に
DNAスイッチを変化させる

正常な遺伝子のOFF

Animal Molecular Morphology, Kobe University 

CH3

(23) 



 

 

  



 

 

 
－ご協⼒ありがとうございました︕－ 
⼀般社団法⼈ 農⺠連⾷品分析センター 
同センター 所⻑ ⼋⽥純⼈⽒ 

環境脳神経科学情報センター 副代表 ⽊村-⿊⽥純⼦⽒ 
神⼾⼤学⼤学院農学研究科 教授 星信彦⽒ 
畑まるごとマーケット『有機⽣活』 

有機無農薬の百草園 
⽇本有機農業研究会 

⼀般社団法⼈ アクト・ビヨンド・トラスト 
 

－スタッフ－ 
間-宮⽥ 澄⼦ 
中⾥ 千恵 
國本 聡⼦ 
吉岡 明⽇⾹ 
出⽥ 芙実 

学校給⾷やゲノム編集⾷品などの「⾷」のこと、 

種苗法や在来種・固定種などの「タネ」のこと、 

情報盛りだくさん︕ 

ちょっと難しい農薬のことを、 

カエルくんがわかりやすくナビゲート︕ 

最新の研究結果も満載︕ 

第 1回〜第 4回までアップ予定♪ 

⾝体にきゅん♡デトックスウィーク︕ 報告

書 

くまもとのタネと⾷を守る会 
〒861-0104 熊本市北区植⽊町今藤 1140-1 

tel:090-6426-3604   Fax:096-273-1917   mail:save.seedfoodkuma@gmail.com 

Youtube 動画「＃カエルでもわかる農薬の話」 

 

くまもとのタネと⾷を守る会 HP 

www.kumatane.com 

 


